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はじめに 

 

●SaaS ID のオプションサービスは、2022 年 6 月 30 日をもって終了しました。 
後継のサービスは「OPTiM ID+」になります。詳細については以下を参照してください。 

 https://www.optim.co.jp/optim-id-plus/ 

 

本マニュアルでは、Optimal Biz（以下、本製品と呼ぶ）の操作ほか、各機能の概要、画面の説明、設定操作につい

て説明しています。 

また、要点となる各種の内容を以下に記載しています。これらの内容をご理解の上、マニュアルをお読みください。 

 

名称・呼称 

本マニュアルに登場する特定の企業、人について、以下の定義で記載しています。 

名称 説明 

サービス企業 本製品を提供する企業。 

管理者 本製品の管理サイト（機器の管理・運用を行う Web サイト）を運用する者。 

端末使用者 本製品で管理している端末を使用する者。 

システム管理者 企業の社内システム（サーバー・インフラなど）を管理する者。 

 

注意・ポイントマーク 

操作を行う場合に注意する点や、操作のポイントとなる点を示す場合は、以下のマークで記載しています。 

マーク 説明 

 データの破損や消失など、特に注意していただきたい内容を記載しています。 

 操作のポイントや知っておくと便利な内容を記載しています。 

 

記号 

画面に表示されるボタンやメニュー、キーボードのキーなどを示す場合は、以下の記号で記載しています。 

マーク 説明 

［ ］ ボタン、メニュー、タブ、リンク、チェックボックス、ラジオボタンなどの名称を示しています。 

「 」 画面名、機能名、項目名、マニュアル内の参照先などを示しています。 

『 』 マニュアルや資料などの名称を示しています。 

〈 〉 キーボードなどのハードキー名称（スペースキーは〈スペース〉と表記）を示しています。 

 

参照マーク 

他のマニュアルや他のページへなどの参照を示す場合は、以下のマークで記載しています。 

マーク 説明 

 他のページや Web サイトへの参照を示しています。クリックすると該当箇所にジャンプします。 

 セクション内の画面への参照を示しています。クリックすると該当の画面にジャンプします。 

 他のマニュアルや資料への参照を示しています。 

 

  

https://www.optim.co.jp/optim-id-plus/
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用語集 

不明な用語については、『よくあるご質問（FAQ）』を参照してください。 

 https://support.optim.co.jp/opproduct/Biz3/web/knowledgeList.html?keyword=%E7%94%A8%E8%

AA%9E%E9%9B%86%E4%B8%80%E8%A6%A7&searchMethod=0&searchCondition=0&searchCateg

ory=1&searchItem=1&searchTag=1 

 

免責事項 

● 本マニュアルは、ユーザー種別が［管理者］のユーザーを対象としています。［管理者］以外のユーザー種別でロ

グインした場合は、操作が制限されます。 

● iPad OS の操作は iOS と同様です。差異がある場合は iPad OS 用の記載をしています。 

● 画面上のバージョン表記は、実際の表示と異なる場合があります。 

● 本マニュアルに記載されている Web サイトの URL は、予告なく変更される場合があります。 

● OS のバージョンやブラウザーにより、一部の画面や操作が異なる場合があります。本マニュアルでは、Google 

Chrome を例に説明しています。 

 

登録商標 

● Apple、iPad、iPadOS、iPhone、Mac、macOS は、米国およびその他の国で登録された Apple Inc.の商標です。 

● iOS は、Apple Inc.の OS 名称です。 

IOS は、Cisco Systems, Inc.またはその関連会社の米国およびその他の国における登録商標または商標であり、

ライセンスに基づき使用されています。 

● iPhone 商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 

● App Store は、Apple Inc.のサービスマークです。 

● Android、Google Chrome、Google Cloud、Google マップ、Google Play、Google Workspace は、Google LLC

の商標です。 

● Microsoft、Microsoft Edge は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商

標です。  

● Windows の正式名称は、Microsoft Windows Operating System です。 Windows は、米国 Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における登録商標または商標です。  

● その他記載の会社名、製品名は、各社の登録商標および商標です。 

 

https://support.optim.co.jp/opproduct/Biz3/web/knowledgeList.html?keyword=%E7%94%A8%E8%AA%9E%E9%9B%86%E4%B8%80%E8%A6%A7&searchMethod=0&searchCondition=0&searchCategory=1&searchItem=1&searchTag=1
https://support.optim.co.jp/opproduct/Biz3/web/knowledgeList.html?keyword=%E7%94%A8%E8%AA%9E%E9%9B%86%E4%B8%80%E8%A6%A7&searchMethod=0&searchCondition=0&searchCategory=1&searchItem=1&searchTag=1
https://support.optim.co.jp/opproduct/Biz3/web/knowledgeList.html?keyword=%E7%94%A8%E8%AA%9E%E9%9B%86%E4%B8%80%E8%A6%A7&searchMethod=0&searchCondition=0&searchCategory=1&searchItem=1&searchTag=1
https://support.optim.co.jp/opproduct/Biz3/web/knowledgeList.html?keyword=%E7%94%A8%E8%AA%9E%E9%9B%86%E4%B8%80%E8%A6%A7&searchMethod=0&searchCondition=0&searchCategory=1&searchItem=1&searchTag=1
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1 SaaS ID 連携 
 

以下の項目について説明しています。 

 

項目 ページ 

SaaS ID 連携について 6 

SaaS ID 連携の事前準備 6 

Office 365 の SaaS ID 連携導入手順 7 

Google Workspace の SaaS ID 連携導入手順 29 

ログイン方法 53 
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1.1 SaaS ID 連携について 

Optimal Biz の ID で SaaS アプリケーション（Office 365 または Google Workspace）へのシングルサインオン

（SSO）連携を行います。また、アクセス制御機能を併用することでエージェント未認証の端末からのログインを

防ぎ、セキュアな SaaS アプリケーション利用環境を構築できます。 

 

 
※アクセス制御を利用した SaaS アプリケーション連携イメージ 

 

1.2 SaaS ID 連携の事前準備 

ご利用には以下の準備が必要になります。 

 

● SaaS ID 連携のご利用には、SaaS アプリケーション（Office 365 または Google Workspace）のご契約が必要で

す。 

･ ライセンス数は使用数分のご契約が必要になります。 

● 特権管理者のアカウントが必要です。 

･ MDM 管理者と SaaS アプリケーション管理者が異なる場合は、あらかじめ SaaS アプリケーションの特権管

理アカウントの情報を確認しておいてください。 

● 使用するドメインを SaaS アプリケーションと紐づけが必要です。 

 Office 365 で SaaS ID 連携を行う場合は、以下についても注意してください。 

･ 「onmicrosoft.com」以外のドメインを設定してください。 

･ ドメインを新規作成した場合は、既定値を「onmicrosoft.com」に設定してください。 

● Office 365 で SaaS ID 連携を行う場合は、Microsoft Azure Module のインストールが必要です。 

以下の 2 つのモジュールをインストールしてください。 

･ Microsoft Online Services Sign-In Assistant for IT Professionals RTW 

･ Azure Active Directory Module for Windows PowerShell（64bit バージョン） 

● 「セキュリティ設定（DOM）」で「スクリーンショットの撮影」を「有効」に設定しておく必要があります。以下

を参照して、設定を確認してください。 

 『管理サイト リファレンスマニュアル』の「設定－Android」－「Device Owner Mode」－「セキュ

リティ設定（DOM）」 

 

各サービスのログインページの URL などは、以下を参照してください。 

 「参考リンク集」71 ページ 
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1.3 Office 365 の SaaS ID 連携導入手順 

Office 365 での SaaS ID 連携の手順です。 

 手順で使用している画面は、Microsoft 社のアプリケーションに準拠します。また、Microsoft 社の仕様変更など

で予告なく変更される場合があります。その場合は実際の画面に従って登録を行ってください。 

 

◆ 導入時の流れ 

項目 ページ 

アプリの登録を行う（Microsoft Azure） 8 

SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト） 13 

コマンドを実施する（Microsoft Azure Module） 17 

ユーザーを登録する（管理サイト） 23 

アクセス制御を設定する（管理サイト） 26 

機器をユーザーに紐づけする（管理サイト） 27 
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1.3.1 アプリの登録を行う（Microsoft Azure） 

◆ 操作アプリケーション：Microsoft Azure 

Microsoft Azure でアプリの登録を行います。以下の登録・追加を行う必要があります。 

● 新しいアプリの登録 

● アクセス許可を追加する 

● キーの登録 

 

 ログインには、Office 365 で作成した ID とパスワードを使用してください。 

 

【1】Microsoft Azure にログインします。 

⇒ログインすると、ダッシュボード画面が表示されます。 

【2】［Azure Active Directory］をクリックします。 

 

 

2 
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【3】［アプリの登録］をクリックします。 

 

 

【4】［新しいアプリケーションの登録］をクリックします。 

⇒アプリの作成画面が表示されます。 
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【5】「名前」、「アプリケーションの種類」、「サインオン URL」を入力します。 

名前： Optimal Biz 
アプリケーションの種類： ［Web アプリ/API］ 
サインオン URL： https://biz3.optim.co.jp/企業コード/login 

名前やサインオン URL は、任意の内容を入力してください。 

【6】［作成］をクリックします。 

⇒アプリが登録され、基本情報の画面が表示されます。 

 

 

【7】「アプリケーション ID」をコピーし、メモ帳などに保存してください。 

管理サイトで SaaS ID 連携の設定を行うときに必要となります。 

【8】API アクセスの［必要なアクセス許可］をクリックします。 

 

 

5 

6 

7 

8 

https://biz3.optim.co.jp/企業コード/login
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【9】［Windows Azure Active Directory］をクリックします。 

［Windows Azure Active Directory]が表示されない場合は、（A）［追加］をクリックしてください。表
示された画面の［API を選択します］から追加します。 

【10】「アプリケーションのアクセス許可」の「Read and write directory data」を選択します。 

「Read and write directory data」は 2 つ存在します。「アプリケーションのアクセス許可」を選択し
ないと正しく動作しませんので、注意してください。 

【11】［アクセス許可の付与］をクリックします。 

 

 

  

10 

(A) 11 

9 
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【12】登録済みのアプリ画面から設定画面を表示し、API アクセスの［キー］をクリックします。 

【13】キーの説明、期間を入力します。 

キーの説明：Optimal Biz 
期間：「期限なし」を推奨します。 

【14】［保存］をクリックします。 

 

 

【15】登録されたキーの「値」をコピーし、メモ帳などに保存してください。 

この｢値｣は、管理サイトで SaaS ID 連携の設定を行うときに必要となります。 

画面遷移を行うと二度と表示できません。忘れずにコピーをしてください。 

コピーを忘れた場合は、登録済のキーを削除し再度登録を行ってください。ただし、一度目と同じ「値」
にはなりません。 

手順【7】の「アプリケーション ID」とは異なります。混在しないようにしてください。 

 

 

12 

13 

14 
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1.3.2 SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトで SaaS ID 連携の設定を行います。Microsoft Azure で登録した「アプリケーション ID」と「キーの値」

が必要となりますので、あらかじめ準備しておいてください。 

 

【1】［設定］→［サービス環境設定］→［SaaS ID 連携］→「Office 365］→［編集］をクリックします。 

 

 

【2】「ID 連携」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【3】［保存］をクリックします。 

⇒ID 連携が有効になり、URL と証明書が表示されます。 

 

 

2 

3 
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【4】［編集］をクリックします。 
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【5】「Domain」、「Client ID」、「Client Secret」を入力します。 

Domain： Office 365 アカウントに登録したドメイン 
Client ID： Microsoft Azure のアプリの登録画面に表示されたアプリケーション ID 
Client Secret： Microsoft Azure でアプリの登録を行ったときに表示されたキーの値 

【6】［保存］をクリックします。 

 

 

  

5 

6 
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【7】登録内容が保存されました。 

URL、証明書、Domain は、次章「コマンドを実施する（Microsoft Azure Module）」で使用します。 
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1.3.3 コマンドを実施する（Microsoft Azure Module） 

◆ 操作アプリケーション：Microsoft Azure Module 

Windows で Microsoft Azure Module を使用し、Federation の設定を行います。Microsoft Azure Active Directory 

Module for Windows PowerShell を起動し、コマンドを実行します。 

管理サイトで表示された「URL」と「証明書」の情報が必要となりますので、あらかじめ準備しておいてください。 

 

 ログインには、Office 365 で作成した ID とパスワードを使用してください。 

 

【1】スタートメニューから、Microsoft Azure Active Directory Module for Windows PowerShell を
起動します。 

「Azure」で検索し、表示された「Microsoft Azure Active Directory Module for Windows PowerShell」
を起動してください。 

【2】以下のコマンドを実行して、接続を行います。 
 
コマンド： Connect-MsolService 

正しく接続されるとサインイン画面が表示されますので、ログインします。 

「'Connect-MsolService' は、コマンドレット、関数、（中略）の名前として認識されません。」という
エラーが出た場合は、以下の URL を起動し、「手順 1：必要なソフトウェアをインストールします」
を行ってください。 
https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-
powershell#step-1-install-required-software  

Windows 7 環境の場合、「このアセンブリは現在読み込まれているランタイムより新しいランタイム
でビルドされているため、読み込むことができません。」というエラーが表示されることがあります。
その場合は、Microsoft Azure Active Directory Module for Windows PowerShell のバージョンアップ
を行ってください。 

 

 

  

https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-powershell#step-1-install-required-software
https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-powershell#step-1-install-required-software
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【3】以下のコマンドを実行して、変数を登録します。 
 
コマンド： 
$domain = "「SaaS ID 連携」画面の<Domain>" 
$brand = "<表示名(例：Optimal Biz>" 
$entity_id = "「SaaS ID 連携」画面の<URL>" 
$login_url = "「SaaS ID 連携」画面の<URL>" 
$logout_url = "「SaaS ID 連携」画面の<URL>" 
$cert = "「SaaS ID 連携」画面の<証明書>" 

ダブルクォーテーション("")の中は、管理サイトで設定した内容に置き換えます。メモ帳などで編集を
行ってから、コマンドを実行するようにしてください。 

「SaaS ID 連携」画面とは、管理サイトの画面となります。詳細は、以下を参照してください。 

 「SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト）」の手順【7】 
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【4】以下のコマンドとパラメーターを実行して、Federation を設定します。 
 
コマンド： 
Set-MsolDomainAuthentication 
 
パラメーター： 
-Authentication Federated 
-DomainName $domain 
-FederationBrandName $brand 
-ActiveLogOnUri $login_url 
-PassiveLogOnUri $login_url 
-SigningCertificate $cert 
-IssuerUri $entity_id 
-LogOffUri $logout_url 
-PreferredAuthenticationProtocol SAMLP 

コマンドとパラメーターは一行で入力してください。 

コマンドとパラメーター、パラメーターとパラメーターの間は半角スペースを入力してください。 

この手順では、コマンドを実行しても何も起こりません。設定が正しく行われているかは、手順【5】
で確認してください。 
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【5】以下のコマンドを実行して、設定した値が入力されていることを確認します。 
 
コマンド： 
Get-MsolDomainFederationSettings -Domain <「SaaS ID 連携」画面の<Domain>> 

<「SaaS ID 連携」画面の<Domain>>は、該当のドメインに置き換えてください。 

「SaaS ID 連携」画面とは、管理サイトの画面となります。詳細は、以下を参照してください。 

 「SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト）」の手順【7】 

 

 

【6】設定した値が表示されます。誤りがないことを確認してください。 

値の開始位置と終了位置の数文字を確認するなどの方法で行ってください。 
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【7】以下のコマンドを実行してください。 
 
コマンド： 
Get-MsolServicePrincipal -AppPrincipalId [アプリケーション ID] 

AppPrincipalId の値は、Microsoft Azure のアプリの登録画面に表示されたアプリケーション ID を入
力してください。また、この画面に表示されている（A）「ObjectId」は手順【8】の設定で入力します。
【8】 

 

 

例） 
アプリケーション ID が「aaaaaaaa-1111-bbbb-2222-cccccccccccc」の場合は、下の画像のように
なります。 

下の画像は手順用に作成した画面であり、実際のものとは異なります。 

 

 

  

(A) 
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【8】以下のコマンドを実行して、RoleMemberObjectID に ObjectID を指定します。 
 
コマンド： 
Add-MsolRoleMember 
 
パラメーター：  
-RoleName "User Administrator" -RoleMemberType ServicePrincipal -RoleMemberObjectID 
<「Get-MsolServicePrincipal」実行時の<ObjectID>> 

<「Get-MsolServicePrincipal」実行時の<ObjectID>は、該当の ObjectID に置き換えてください。 

コマンドとパラメーターは一行で入力してください。 

コマンドとパラメーター、パラメーターとパラメーターの間は半角スペースを入力してください。 

 

 

例） 
RoleMemberObjectID に ObjectID｢dddddddd-3333-eeee-4444-ffffffffffff｣を指定します。 

ObjectID は、手順【7】の例で使用している画面の｢（A）｣の値となります。【7】 

下の画像は手順用に作成した画面であり、実際のものとは異なります。 
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1.3.4 ユーザーを登録する（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトでユーザーの登録および設定を行います。 

 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象となるユーザーをクリックします。 

【2】「姓」、「名」、「メールアドレス」を確認します。 

SaaS ID 連携を行うためには、姓欄と名欄が入力されているか、名前欄の姓と名が半角スペースで区
切られている必要があります。 

メールアドレスのドメインは、Office 365 アカウントに登録したドメインである必要があります。 

修正が必要な場合は、（A）［編集］をクリックします。 

新規でユーザーを登録する場合は、「 」ボタンをクリックしてください。 

 

 

  

1 

2 

(A) 
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【3】「パッケージ」→[編集]→「ビジネスアプリパッケージ」の｢Office 365｣のチェックボックスにチェッ
クを入れます。 

【4】［保存］をクリックします。 

ビジネスアプリパッケージの「Office 365」にチェックを入れることで、Office 365 上にユーザーが
作成されます。 

チェックボックスのチェックを外した場合は、Office 365 へのサインインが禁止されます。 

チェックボックスのチェックを外した場合でも、Office 365 上からユーザーは削除されません。管理
サイトからユーザーを削除することで、Office 365 上からも削除されます。 

 

 

  

3 

4 
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【5】「管理」をクリックします。 

【6】「SaaS ID 連携」パネルの「Office 365」の表示が更新され、「ユーザー作成・更新完了」が表示さ
れていれば SaaS ID 連携は完了です。 

表示が切り替わるまで、時間がかかります。また、管理サイトの更新を行うと、表示が切り替わる場
合があります。しばらくしても完了にならない場合は、更新を行ってみてください。 

「ユーザー作成・更新処理中」のまま表示が切り替わらない場合は、SaaS ID 連携の設定に失敗して
いる可能性があります。設定内容に誤りがないか確認してください。 

 

SaaS ID 連携パネルの表示文言 
 
(なし)：SaaS ID 連携なし 
ユーザー作成・更新処理中：ユーザー作成中 
ユーザー作成・更新処理待ち：ユーザー作成待機中 
ユーザー作成・更新完了：ユーザー作成が完了 
ユーザー作成・更新失敗：ユーザー作成が失敗 

 

 

5 

6 
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1.3.5 アクセス制御を設定する（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

エージェント認証済みの端末のみを Office 365 へログインできるようにしたい場合には、アクセス制御の設定を行

います。エージェントが未インストールおよび未認証の端末での Office 365 へのログインを防止でき、セキュアな

利用環境を構築できます。 

 

 本機能は Android、iOS、Windows 端末のみ有効です。Mac OS 端末では使用できません。 

 アクセス制御の設定を行わなくても、SaaS ID 連携による Office 365 へのログインはできます。ただし、エー

ジェント未認証の端末でもログインができるため、設定をオンにすることを推奨しています。 

 アクセス制御の設定を行ったユーザーは、管理サイトへログインができなくなります。アクセス制御の設定を行

う場合は、管理サイトへログインするためのユーザーと SaaS ID 連携に使用するユーザーは分けて作成してくだ

さい。 

 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→［アクセス制御］→［新規作成］をクリックします。 

 

 

【2】「エージェント認証済」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【3】［保存］をクリックします。 

 

 

1 

2 

3 
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1.3.6 機器をユーザーに紐づけする（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトで機器をユーザーに紐づけします。 

 

【1】［機器］→［一覧］→一覧からユーザーを紐づけたい機器の「詳細」にある  をクリックします。 

【2】［管理情報の編集］をクリックします。 

 

 

1 

2 
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【3】「所属」の［ユーザー］を選択します。 

【4】リストボックスから紐づけしたいユーザーを選択します。 

【5】［保存］をクリックします。 

 

  

3 

4 

5 
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1.4  Google Workspace の SaaS ID 連携導入手順 

Google Workspace での SaaS ID 連携の手順です。 

 

 手順で使用している画面は、Google 社のアプリケーションに準拠します。 

 Google 社の仕様変更などで予告なく変更される場合があります。その場合は、実際の画面に従って登録を行っ

てください。 

 Android Enterprise で使用した Google Workspace アカウントは登録できません。 

 

◆ 導入時の流れ 

項目 ページ 

SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト） 30 

シングルサインオンを設定する(Google 管理コンソール) 32 

認証情報を作成する(Google APIs)  34 

サービスアカウントへ権限を付与する（Google 管理コンソール） 40 

プロビジョニングの設定を行う（管理サイト） 42 

ユーザーを登録する（管理サイト） 44 

アクセス制御を設定する（管理サイト） 47 

機器をユーザーに紐づけする（管理サイト） 48 

ユーザー種別を確認・変更する（Google 管理コンソール） 50 
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1.4.1 SaaS ID 連携の設定を行う（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトで SaaS ID 連携の設定を行います。 

 

【1】［設定］→［サービス環境設定］→［SaaS ID 連携］→「Google Workspace」→［編集］をクリッ
クします。 
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【2】「ID 連携」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【3】「Apps Domain」、「Admin Email」を入力します。 

Apps Domain：Google Workspace アカウントに登録したドメイン 
Admin Email：Google Workspace 購入時に配布された特権管理者のメールアドレス 

【4】［保存］をクリックします。 

 

 

【5】ID 連携が有効になり、各種 URL と証明書が表示されます。Google 管理コンソール画面で設定を行
うときに必要となります。 

証明書の情報は、あらかじめ（A）［証明書ダウンロード］からファイルのダウンロードをしておいて
ください。管理コンソール画面での設定時に、ファイルのアップロードが必要となります。 

 

4 

3 

2 

(A) 
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1.4.2 シングルサインオンを設定する(Google 管理コンソール) 

◆ 操作アプリケーション：Google 管理コンソール 

Google 管理コンソールでシングルサインオンを設定します。 

管理サイトで表示された「URL」と「証明書」の情報が必要となります。あらかじめ準備しておいてください。 

 

 ログインには、Google Workspace 購入時に配布された情報を使用してください。 

 初回ログイン時には、パスワードの変更を求められます。画面に従って変更を行ってください。 

 

【1】Google 管理コンソールにログインし、［セキュリティ］をクリックします。 

 

 

【2】「サードパーティの ID プロバイダを使用したシングル サインオン（SSO）の設定」をクリックし
ます。 

⇒詳細内容が表示されます。 
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【3】「サードパーティの ID プロバイダで SSO を設定する」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【4】「ログインページの URL」、「ログアウトページ URL」、「パスワード変更 URL」を入力します。 

管理サイトで表示された各種 URL の情報を、該当箇所に入力してください。 

【5】認証の確認に、管理サイトでダウンロードした証明書ファイルをアップロードします。 

【6】「ドメイン固有の発行元を使用」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【7】［保存］をクリックします。 

「ネットワークマスク」の設定は不要です。 

 

  

3 

4 

5 

6 

7 
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1.4.3 認証情報を作成する(Google APIs) 

◆ 操作アプリケーション：Google APIs 

Google APIs で認証情報を作成します。 

 

 ログインには、Google Workspace 時に配布された情報を使用してください。 

 

【1】Google APIs にログインし、ダッシュボード画面から［認証情報］をクリックします。 

 

 

【2】［作成］をクリックします。 
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【3】プロジェクトを新規に作成するため、「プロジェクト名」を入力します。 

例） 
プロジェクト名： Optimal Biz 
プロジェクト名は任意の内容を入力してください。 

【4】「メール通知」、「利用規約」について適宜選択します。 

【5】［作成］をクリックします。 

 

 

【6】認証情報画面を再度表示し、［認証情報を作成］のリストボックスから［サービスアカウントキー］
を選択します。 

 

3 

5 

4 
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【7】「サービスアカウント」のリストボックスから［新しいサービスアカウント］を選択します。 

【8】「サービスアカウント名」を入力します。 

例） 
サービスアカウント名： Optimal Biz 

半角英数字の ID で入力してください。 

【9】「役割」のリストボックスから「Project」→「オーナー」を選択します。 

【10】［作成］をクリックします。 

⇒JSON ファイルがダウンロードされます。 

サービスアカウント ID は、サービスアカウント名から自動生成されます。 

キーのタイプは、「JSON」のまま変更しないでください。 

 

 

【11】［閉じる］をクリックします。 

⇒認証情報画面が表示されます。 

管理サイトの設定に必要なファイルとなります。 

コピーなどは存在しませんので、失くさないように保管してください。 

 

 

7 

8 

9 

10 
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【12】［サービスアカウントの管理］をクリックします。 

 

 

【13】手順【8】で作成したサービスアカウント名を選択します。 

【14】  →［編集］をクリックします。 

 

 

【15】［G Suite ドメイン全体の委任を有効にする］のチェックボックスにチェックを入れます。 

【16】［保存］をクリックします。 

同意画面の入力は任意で設定してください。 

 

 

13 

14 

15 

16 
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【17】トップページに戻り、「ダッシュボード」の［API を有効にする］をクリックします。 

 

 

【18】ライブラリ画面の検索ボックスに「Admin SDK」を入力します。 

 

 

【19】検索結果が表示されますので、「名前欄」から該当の「Admin SDK」を選択します。 

 

 

【20】［有効にする］をクリックします。 
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【21】トップページに戻り、認証情報画面から「クライアント ID」をコピーします。 

この「クライアント ID」は、Google 管理コンソールの設定を行うときに必要となります。 

 

  



1  SaaS ID 連携 

40 

1.4.4 サービスアカウントへ権限を付与する（Google 管理コンソール） 

◆ 操作アプリケーション：Google 管理コンソール 

Google 管理コンソールでサービスアカウントへ権限を付与します。 

Google APIs で設定した認証情報のクライアント ID が必要となりますので、あらかじめ準備しておいてください。 

 

 ログインには、Google Workspace 購入時に配布された情報を使用してください。 

 

【1】Google 管理コンソールにログインし、［セキュリティ］をクリックします。 

 

 

【2】［API の制御］をクリックします。 
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【3】「ドメイン全体の委任」の［ドメイン全体の委任を管理］をクリックします。 

 

 

【4】［新しく追加］をクリックします。 

【5】「クライアント ID」を入力します。 

【6】1 つ目の「Oauth スコープ（カンマ区切り）」に以下の URL を入力します。 

https://www.googleapis.com/auth/admin.directory.group 

【7】2 つ目の「Oauth スコープ（カンマ区切り）」に以下の URL を入力します。 

https://www.googleapis.com/auth/admin.directory.user 

【8】［承認］をクリックします。 

 

  

4 

8 

5 
 
6 
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1.4.5 プロビジョニングの設定を行う（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトでプロビジョニングの設定を行います。 

 

【1】［設定］→［サービス環境設定］→［SaaS ID 連携］→「Google Workspace」→［編集］をクリッ
クします。 

 

 

  



1  SaaS ID 連携 

43 

【2】「Service Account JSON」を入力します。 

Google APIs で認証情報作成時にダウンロードしたファイルの値を入力してください。 

【3】［保存］をクリックします。 

 

  

2 

3 
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1.4.6 ユーザーを登録する（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトでユーザーの登録および設定を行います。 

 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から SaaS ID 連携を登録したいユーザーを選択します。 

【2】「姓」、「名」、「メールアドレス」を確認します。 

SaaS ID 連携を行うためには、姓欄と名欄が入力されているか、名前欄の姓と名が半角スペースで区
切られている必要があります。 

メールアドレスのドメインは、Google Workspace アカウントに登録したドメインである必要があり
ます。 

修正が必要な場合は、（A）［編集］をクリックします。 

新規でユーザーを登録する場合は、  をクリックしてください。 

 

 

  

1 

2 

(A) 
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【3】「パッケージ」→［編集］→「ビジネスアプリパッケージ」の「Google Workspace」のチェックボッ
クスにチェックを入れます。 

【4】［保存］をクリックします。 

ビジネスアプリパッケージの「Google Workspace」にチェックを入れることで、Google Workspace
上にユーザーが作成されます。 

チェックボックスのチェックを外した場合は、Google Workspace へのサインインが禁止されます。 

チェックボックスのチェックを外した場合でも、Google Workspace 上からユーザーは削除されませ
ん。 

 

 

  

3 

4 
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【5】「管理」をクリックします。 

【6】「SaaS ID 連携」パネルの「Google Workspace」の表示が更新され、「ユーザー作成・更新完了」
が表示されていれば SaaS ID 連携は完了です。 

表示が切り替わるまで、時間がかかります。また、管理サイトの更新を行うと、表示が切り替わる場
合があります。しばらくしても完了にならない場合は、更新を行ってみてください。 

「ユーザー作成・更新処理中」のまま表示が切り替わらない場合は、SaaS ID 連携の設定に失敗して
いる可能性があります。設定内容に誤りがないか確認してください。 

 

SaaS ID 連携パネルの表示文言 
 
(なし)：SaaS ID 連携なし 
ユーザー作成・更新処理中：ユーザー作成中 
ユーザー作成・更新処理待ち：ユーザー作成待機中 
ユーザー作成・更新完了：ユーザー作成が完了 
ユーザー作成・更新失敗：ユーザー作成が失敗 

 

 

5 

6 
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1.4.7 アクセス制御を設定する（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

エージェント認証済みの端末のみを Google Workspace へログインできるようにしたい場合には、アクセス制御の

設定を行います。エージェントが未インストールおよび未認証の端末での Google Workspace へのログインを防止

できるようになり、セキュアな利用環境を構築できます。 

 

 本機能は Android、iOS、Windows 端末のみ有効です。Mac OS 端末では使用できません。 

 アクセス制御の設定を行わなくても、SaaS ID 連携による Google Workspace へのログインはできます。ただし、

エージェント未認証の端末でもログインができるようになるため、設定をオンにすることを推奨しています。 

 アクセス制御の設定を行ったユーザーは、管理サイトへログインができなくなります。アクセス制御の設定を行

う場合は、管理サイトへログインするためのユーザーと SaaS ID 連携に使用するユーザーは分けて作成してくだ

さい。 

 

【1】［ユーザー］→［一覧］→一覧から対象を選択→「アクセス制御」→［新規作成］をクリックします。 

 

 

【2】「エージェント認証済」のチェックボックスにチェックを入れます。 

【3】［保存］をクリックします。 

 

 

2 
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1.4.8 機器をユーザーに紐づけする（管理サイト） 

◆ 操作アプリケーション：管理サイト 

管理サイトで機器をユーザーに紐づけします。 

 

【1】［機器］→［一覧］→一覧からユーザーを紐づけたい機器の「詳細」にある  をクリックします。 

【2】［管理情報の編集］をクリックします。 

 

 

1 

2 
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【3】「所属」の［ユーザー］を選択します。 

【4】リストボックスから紐づけしたいユーザーを選択します。 

【5】［保存］をクリックします。 

 

  

3 

4 

5 
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1.4.9 ユーザー種別を確認・変更する（Google 管理コンソール） 

◆ 操作アプリケーション：Google 管理コンソール 

管理サイトで作成したユーザーは、「停止中のユーザー」に作成される場合があるため、ユーザーの種類を確認しま

す。「停止中のユーザー」に作成されていた場合は、「アクティブなユーザー」に変更します。変更を行わないと、該

当ユーザーのアカウントは使用できません。 

 

 ログインには、Google Workspace 購入時に配布された情報を使用してください。 

 

【1】Google 管理コンソールにログインし、［ユーザー］をクリックします。 

 

 

【2】「ユーザーの種類別」から［停止中のユーザー］を選択します。 

【3】該当のユーザーをクリックします。 

 

2 
3 
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【4】［開始手順］をクリックします。 
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【5】以下のどちらかを行うことで、アクティブなユーザーに変更できます。 

《株式会社サービスにログインする》 

･ 画面に記載の（A）「URL」にログインし、該当ページの内容に従い、設定を行ってください。 

 

《メールを送信する》 

･ （B）［メールを送信します］をクリックします。メールの受信内容に従い、設定を行ってください。 

 

  

(A) 

(B) 
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1.5 ログイン方法 

SaaS ID 連携を使用してのログインには、Federation サーバーのタイムアウトが存在します。3 分以内に該当アプ

リケーションまたはブラウザーへログインしてください。 

また、ログインに失敗した場合は、再度最初から手順に従ってログインを行ってください。 

 

 「Office 365 にログインする」53 ページ 

 「Google Workspace にログインする」61 ページ  

 

1.5.1 Office 365 にログインする 

1.5.1.1 Android の場合 

【1】アプリまたはブラウザーから Office 365 を起動します。 

【2】管理サイトに登録されている「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をタップします。 

⇒管理サイトのログイン画面が表示されます。 

  

【4】「ユーザーID またはメールアドレス」と「パスワード」を入力し
ます。 

【5】［ログイン］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合は、機
器の選択画面に遷移します。手順【6】から【8】に従い、ログイン
を行ってください。 

  

【6】ご使用の機器を選択してください。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表
示されます。 

  

2 
3 

4 

5 
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【7】ダイアログを確認し、［OK］をタップします。 

  

【8】［今すぐ開始］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 
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1.5.1.2 iOS の場合 

【1】アプリまたはブラウザーから Office 365 を起動します。 

例として Word アプリを使用しています。 

【2】管理サイトに登録されている「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をタップします。 

⇒管理サイトのログイン画面が表示されます。 

  

【4】「ユーザーID またはメールアドレス」と「パスワード」を入力し
ます。 

【5】［ログイン］をタップします。 

  

【6】ご使用の機器を選択してください。 

機器の選択画面が表示されない場合は、手順【10】へ進んでくださ
い。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表
示されます。 

  

【7】ダイアログを確認し、［OK］をタップします。 

  

2 

4 

5 

3 



1  SaaS ID 連携 

56 

【8】画面上部に表示される「通知」をタップします。 

  

【9】［OK］をタップします。 

  

【10】アプリまたはブラウザーから Office 365 に戻ります。 

【11】［通知を有効にする］または［後で］をタップします。 

初回ログイン時のみ表示されます。 

  

11 

11 
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【12】［表示］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 
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1.5.1.3 Windows の場合 

【1】Office 365 のログイン画面を表示します。 

例として、ブラウザーで Office 365 を使用しています。 

【2】「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をクリックします。 

 

 

  

2 

3 
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【4】「ユーザーID またはメールアドレス」を入力します。 

【5】［ログイン］をクリックします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移します。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合は、機器の選択画面に遷移します。手順
【6】から【8】に従い、ログインを行ってください。 

 

 

【6】ご使用の機器を選択してください。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表示されます。 

 

 

4 

5 
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【7】ダイアログを確認し、［OK］をクリックします。 

 

 

【8】［BizAuthReq.exe を開く］をクリックします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移します。 

 

 

 使用しているブラウザやアプリによっては、ログインするときに以下のような画面やダイアログが、表示される

ことがあります。 
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1.5.2 Google Workspace にログインする 

1.5.2.1 Android の場合 

【1】アプリまたはブラウザーから Google Workspace を起動します。 

例として、G mail アプリを使用しています。 

【2】管理サイトに登録されている「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をタップします。 

  

【4】［同意する］をタップします。 

⇒管理サイトのログイン画面が表示されます。 

  

【5】「ユーザーID またはメールアドレス」と「パスワード」を入力し
ます。 

【6】［ログイン］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合は、機
器の選択画面に遷移します。手順【7】から【9】に従い、ログイン
を行ってください。 

  

2 

3 

5 
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【7】ご使用の機器を選択してください。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表
示されます。 

  

【8】ダイアログを確認し、［OK］をタップします。 

  

【9】［今すぐ開始］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 
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1.5.2.2 iOS の場合 

【1】アプリまたはブラウザーから Google Workspace を起動します。 

例として Gmail アプリを使用しています。 

【2】管理サイトに登録されている「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をタップします。 

⇒管理サイトのログイン画面が表示されます。 

  

【4】「ユーザーID またはメールアドレス」と「パスワード」を入力し
ます。 

【5】［ログイン］をタップします。 

  

【6】ご使用の機器を選択してください。 

機器の選択画面が表示されない場合は、手順【9】へ進んでくださ
い。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表
示されます。 

  

4 

5 

2 
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【7】ダイアログを確認し、［OK］をタップします。 

  

【8】画面上部に表示される「通知」をタップします。 

  

【9】［OK］をタップします。 

  



1  SaaS ID 連携 

65 

【10】［許可しない］または［OK］をタップします。 

初回ログイン時のみ表示されます。 

  

【11】［OK］をタップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 
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1.5.2.3 Windows の場合 

【1】Google Workspace のログイン画面を表示します。 

例として、ブラウザーで Gmail を使用しています。 

【2】「メールアドレス」を入力します。 

【3】［次へ］をクリックします。 

 

 

【4】「ユーザーID またはメールアドレス」を入力します。 

【5】［ログイン］をクリックします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移します。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合は、機器の選択画面に遷移します。手順
【6】から【8】に従い、ログインを行ってください。 

 

2 

3 

4 
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【6】ご使用の機器を選択してください。 

管理サイトで、アクセス制御の設定がオンになっている場合のみ表示されます。 

 

 

【7】ダイアログを確認し、［OK］をクリックします。 
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【8】［BizAuthReq.exe を開く］をクリックします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移します。 

 

 

 使用しているブラウザやアプリによっては、ログインするときに以下のような画面やダイアログが、表示される

ことがあります。 
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1.5.2.4 初回ログインの場合 

Google Workspace の初回ログイン時には、本人確認が実施されます。 

以下の手順に従って、本人確認を実施してください。 

 

【1】ご利用の電話番号の「国名」を選択してください。 

【2】「電話番号」を入力してください。 

【3】確認コードの「受け取り方法」を選択してください。 

テキストメッセージを選択する場合は、SMS（ショートメッセージ
サービス）を利用できる端末をご用意ください。 

【4】［コードを取得］をタップします。 

  

【5】取得した確認コード（数字）を入力します。 

【6】［確認］をタップします。 

  

【7】利用規約およびプライバシーポリシーを確認し、［同意する］を
タップします。 

⇒ログインが完了し、アプリケーションのトップ画面に遷移しま
す。 

  

1 
2 

3 

4 

5 
6 
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2 付録 
 

以下の項目について説明しています。 

 

項目 ページ 

参考リンク集 71 

注意事項 71 
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2.1 参考リンク集 

2.1.1 Office 365 

◆ Office 365 ログインページ 

 https://portal.office.com/ 

 

◆ Microsoft Azure ログインページ 

 https://portal.azure.com/ 

 

◆ Microsoft Azure Module ヘルプページ 

 https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-

powershell#step-1-install-required-software 

 

◆ Office 365 Microsoft Azure Active Directory Module for Windows PowerShell 管理コマンドレット

実行時に発生するエラー対処ページ 

 https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2669552/-the-term-cmdlet-name-is-not-recognized-

error-when-you-try-to-run-azure-active-directory-for-windows-powershell-cmdlets 

 

2.1.2 Google Workspace 

◆ Google 管理コンソールログインページ 

 https://admin.google.com/ 

 

◆ Google APIs ログインページ 

 https://console.developers.google.com/ 

 

2.2 注意事項 

● アクセス制御の注意 

Office 365 に SaaS ID 連携でログインしていた場合、ブラウザーやアプリケーションにそのログイン情報が記憶

されます。アクセス制御でログインを禁止されている状態でも、記憶された情報を元にログインできるようにな

ります。端末を解除する場合などは、リモートワイプもあわせて行うようにしてください。 

 

 

 

 

 

https://portal.office.com/
https://portal.azure.com/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-powershell#step-1-install-required-software
https://docs.microsoft.com/ja-jp/office365/enterprise/powershell/connect-to-office-365-powershell#step-1-install-required-software
https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2669552/-the-term-cmdlet-name-is-not-recognized-error-when-you-try-to-run-azure-active-directory-for-windows-powershell-cmdlets
https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2669552/-the-term-cmdlet-name-is-not-recognized-error-when-you-try-to-run-azure-active-directory-for-windows-powershell-cmdlets
https://admin.google.com/
https://console.developers.google.com/
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